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 要 旨 
目的： 
アルコール問題を抱える成人のアメリカを代表しうる対象集団において、アルコール症

による羞恥心がアルコール症の受療行動を減少させ得るのか検証した。 
方法： 
アメリカの 20 歳以上の 34,653 名を対象に面接調査を行って得られたデータを用いた。

DSM-IV に基づくアルコール障害のインタビュー調査(AUDADIS- Ⅳ)を用いて、アルコー

ル乱用・依存の診断を行った。羞恥心は Perceived Devaluation-Discrimination Scale で測

定した。主要評価項目は専門機関の利用を含む生涯の受療行動と１２段階のアルコール障

害とした。 
結果： 
アルコール障害の診断を受けた人は、アルコール障害に強い羞恥心を感じた場合に、ア

ルコール関連のサービスを利用しにくい傾向がある(オッズ比 0.37, 95%CI 0.18-0.76)。羞

恥心を強く受けることに関連していたのは、男性であること(β=-0.75, p<0.01)、非ヒスパニ

ック系白人と比較した非白人、低所得(β=1.0, p<0.01)、教育歴(β=1.48, p<0.01)、婚姻歴

(β=0.47, p=0.02)であった。アルコール障害を濃厚に持つ者は、羞恥心は少なかった。 
結論： 
強い羞恥心と受療行動の欠如の関係から、羞恥心を減少させることはアルコール症の解

決につながる公衆衛生の促進に寄与するだろう。 

 

 

 

 




